
■
褒
状

「
深
見
け
ん
じ
の
句
」 

伊
藤 

草
鈴（
い
の
町
）

「
幽
天
」 

前
田 

智
美（
香
美
市
）

「
山
家
集
よ
り
」 

澤
谷 

清
辰（
大
埇
甲
）

「
高
青
邱
詩
」 

坂
本 

明
翠（
小
籠
）

■
奨
励
賞

「
土
の
う
への…

」 

篠
﨑 

展
子（
高
知
市
）

「
游
神
」 

坂
本 

純
久（
小
籠
）

「
風
花（
か
ざ
ば
な
）」 

中
川 

聖
龍（
高
知
市
）

「
落
花
風
」 

森
知 

美
香（
駅
前
町
）

　スポーツセンターで、第63回南国市美術展覧会が開催されました。
　厳正な審査の結果、一般の部では、6部門174点の作品の中から、特選8点、褒状11点、奨励賞12点、入選143点
が展示されました。児童・生徒の部では、８部門9,828点の作品の中から、特選310点、入選2,687点が展示されました。
　また、幼児の部は無審査で439点の作品が展示されました。
※会期：12月3日～10日。一般の部の各部門、特選作品を掲載。（敬称略）
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■ 特 選　「それぞれの手に馴染むもの」　武市 誠一郎（十市）
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■ 特 選　「どうする書（諸）大名」　半田 国夫（陣山）
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特選受賞者代表者　武 市  誠 一 郎 さん　

　自分が小学生の頃、南国市展に絵画などが飾られ家族で見に来た記憶があります。小学生がうれ
しそうに会場に入っていく所を見てその時のことを思い出し、今回の受賞をとても感慨深く思います。
　脱サラし、南国市に戻りガラス工房を始めてから10年経ちました。「商品」としての作品づくりや
「仕事」としてのガラスとの関わりが増えていく中、どうしてもガラス工芸への最初の感動が薄れてし
まう日々がありました。
　しかし、最近「ガラスの声」が少し聴こえるようになった気がしています。それに気づくと、やって
みたいことが出てきて、最初にガラスと触れたのとまた違った楽しさを見つけることができ始めたか
なと思っていました。
　ものを作り出すことはとても苦しいことが多いですし、ほとんど納得できるものはできません。し
かし、1つ見つけられた楽しさを2つ、3つと増やしながら、これからも精進していきたいと思います。
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